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Ⅰ．緒言

　バスケットボール競技では，得点あるいは失点後も
プレーが止まることなく攻撃と防御が交互に連続的に
行われるため 1 ），素早い動作の切り替えが重要である．
さらに，28m×15m という比較的狭いコートの中で選

手が複雑に入り乱れてプレーするため 2 ），急ストップ
や急スタートを伴う方向変換が多くなり，試合出場中
は立ち止まって休息をとることは少ない 3 ）．また，各
選手の最高移動速度が出現した場合・状況については，
ファーストブレイクなどのディフェンスからオフェン
スへの得点の起点となる切り替え時，及びターンオー
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Abstract

　The purpose of this study was to investigate the characteristics of running with change of direction in female 
college basketball players. The subjects consisted of 17 college female and male basketball players and 9 college 
female track-and-field athletes. Measurement items were running with changes of direction （10m agility, Pro-agil-
ity, Lane-agility）, physique （height, height ［raise-an-arm］, length-of-lower-limb, weight, percent-body-fat et al.） 
and physical function （20m straight sprint, standing long jump, running jump, 20m shuttle run, yo-yo intermit-
tent recovery test level 1, side step）. Each running with changes of direction was not statistically correlated 
with all physique in female college basketball players. Through multiple regression analysis, each running with 
changes of direction were significantly related to straight sprint and yo-yo intermittent recovery test level 1 in 
female college basketball players. However, each running with changes of direction were statistically correlated 
with different elements in male college basketball players. Therefore, it was considered that straight sprint and 
intermittent endurance ability related to running with changes of direction. And furthermore, it is thought that 
the yo-yo intermittent recovery test level 1 reflected not only the intermittent endurance ability but also the 
running with changes of direction.
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バー（シュート以外でオフェンスが終わってしまうよ
うなプレー）などによるオフェンスからディフェンス
への切り替え時の 2 つが見られた 4 ）．このことからも
短い距離での疾走能力や加速，減速，方向変換の速さ
は重要であり，疾走能力と方向変換を伴う走能力を評
価することは，競技力向上にとって意義のあることで
あると考えられる．
　日本女子代表は，2015年第26回 FIBA ASIA 女子バ
スケットボール大会において 2 大会連続 3 度目の優勝
を果たし，2016年に行われたリオ・オリンピックに出
場した．2020年東京オリンピックでの活躍も期待され，
日本女子バスケットボールの競技レベルは急速に高
まってきている．日本女子バスケットボールの目指す
“世界最速” はスピードやクイックネスといった日本
のプレースタイルを表しており，一般的に諸外国の選
手と比べて体格面で劣る日本人選手5 ）が優位に立てる
体力要素として，平面での速さつまりスピードとアジ
リティ能力が挙げられる．これは，身長が高いことが
有利なバスケットボール選手においても当てはまる点
であり，平面での速さは勝機を見出だすきっかけにな
ると考えられる．
　アジリティ能力とは，「ある刺激に応じて速度や方
向を変える素早い全身運動である」と定義されてお
り 6 ），一般にアジリティ能力を評価するテストとして
多く用いられているものが方向変換走である．スポー
ツ現場において，この方向変換を伴った運動は，動く
距離や方向変換の角度・回数により多数の方向変換走
が考案され，様々なトレーニングや体力評価に取り入
れられている．また，これまでにも方向変換走と直線
走との関連 7 - 9 ）や，方向変換走と脚筋力・パワーとの
関連10-13）が数多く報告されている．
　この方向変換走に関わる能力について，バスケット
ボール選手を対象とした研究14，15）は諸外国においてい
くつか報告されているが，日本国内の選手を対象とし
た報告はあまり見られない．さらに，いずれの研究も
男子選手を対象としており，女子選手を対象とした研
究は進んでいない．前述のように，スピードとアジリ
ティの向上は日本女子バスケットボールの強化ポイン
トとして挙げられている．素早い方向変換を伴う走能
力をより詳細に検討しデータを蓄積することは，日本
女子バスケットボールのさらなる発展，国際競技力の
向上や今後のトレーニング内容の方向性を考えていく
にあたって重要な役割を果たすと考えられる．以上の
ことから本研究では，形式の異なる方向変換走と形態
および身体機能との関連について分析し，男子バス
ケットボール選手や競技特性の異なる陸上競技選手と

の比較から，女子バスケットボール選手の方向変換走
能力の特徴を明らかにすることを目的とする．

Ⅱ．方法

1 ）被験者
　被験者は，大学女子バスケットボール部に所属する
選手17名（年齢19．8±1．0歳，身長163．0±3．8cm，体
重57．9±5．5kg，体脂肪率18．3±4．4％），大学男子バ
スケットボール部に所属する男子選手17名（年齢19．7
±1．3歳，身長175．8±7．5cm，体重70．3±7．8kg，体
脂肪率12．1±3．1％），大学陸上競技部に所属する女子
選手 9 名（年齢19．6±0．7歳，身長161．9±5．0cm，体
重53．5±3．7kg，体脂肪率17．0±2．2％）とした．
　対象者には研究協力に先立ち，本研究の目的，内容，
起こり得る危険性について口頭および文書によって十
分に説明を行った上で書面にて参加の同意を得た．な
お，本研究は順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究
科研究等倫理委員会の承認を得て実施した．

2 ）測定項目および方法
　被験者はバスケットボールシューズを着用し，十分
なウォーミングアップの後，体育館フロアー上にて全
ての測定を実施した．なお陸上競技選手においては，
普段から履き慣れている室内シューズを着用した．各
測定項目のタイムにおいては，JFA フィジカル測定
ガイドライン16），関東大学バスケットボール連盟フィ
ジカル測定ガイドライン17）を参考とし，光電管（Brow-
er timing gate, Brower Timing System, USA）を用
いて測定した．その他，各測定方法のマニュアルに
沿って行った．
　各測定は十分な動作確認の後，最大努力で 2 回ずつ
行い，より優れた方を測定値として採用した．20m
シャトルラン，Yo-Yo 間欠性回復力テスト Level 1
においては，それぞれ 1 回ずつ測定を行った．なお，
各測定試技の順番はランダムに決定し，測定による疲
労の影響を除外するため，各試技には十分な休息時間
を設けた．
　A．形態
　身長，指極，指高，下肢長の測定を行い，LBM/身
長を「体重 kg －（体重 kg×体脂肪率％）/身長 m」の
式から算出した．また，体成分分析装置 In Body 430

（株式会社インボディ・ジャパン製）を用いて，身体組
成（体重，体脂肪率，体脂肪量，除脂肪体重（LBM），
骨格筋量，BMI）に関わる項目の測定を行った．
　B．方向変換走
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　方向変換走能力の評価として，10m アジリティ（図
1 ），プロアジリティ（図 2 ），レーンアジリティ（図
3 ）の測定を行った．10m アジリティは走行距離が
合計20m（10m＋10m）となる試技フィールドで，
180度の方向変換を 1 回行った．方向変換時はライン
を手でタッチしてからターンする．ラインタッチはど
ちらの手でタッチをしても良いこととした．プロアジ
リティは，走行距離が合計20m（ 5 m＋10m＋ 5 m）
となる試技フィールドで，180度の方向変換を 2 回
行った．方向変換時のラインタッチは， 5 m 走った
後にタッチする手と，10m 走った後にタッチする手
は逆手とし，左右の順序は自由とした．レーンアジリ
ティでは，スライドステップを行う際，脚がクロスし
たり，完全に閉じたりすることがないよう指示し，そ
のような場合はやり直しとした．
　なお，方向変換走の10m アジリティとプロアジリ
ティの総走行距離が20m であることから，10m アジ
リティのタイムから20m 直線走のタイムを減算して

「方向変換 time ①」を，プロアジリティのタイムから
20m 直線走のタイムを減算して「方向変換 time ②」
を求めた．
　C．身体機能
　20m 直線走，垂直跳び，助走あり両足踏切ジャン
プ・右足踏切ジャンプ・左足踏切ジャンプ（以下，ラ
ンニングジャンプ両足・ランニングジャンプ右足・ラ
ンニングジャンプ左足とする），20m シャトルラン，
Yo-Yo 間欠性回復力テスト（Yo-Yo Intermittent Re-
covery Test Level 1：YIR 1），反復横跳びの測定を
行った．20m 直線走では，光電管を 5 m，10m 地点
にも接地し，スタートから 5 m（ 5 m スプリント），
10m（10m スプリント）までの通過タイムも測定した．

垂直跳びは腕の反動を使ってジャンプし，サージャン
トメーターを用いて測定を行った．ランニングジャン
プ 両 足・ 右 足・ 左 足 は ジ ャ ン プ 測 定 器 Vertec

（SPORTS IMPORTS 社製）を用い，各測定値の最高
到達点の値から，指高の値を減算し，「跳び高」を求
め代表値とした．

3 ）統計処理
　各方向変換走および各測定項目の測定値は，平均値
と標準偏差を算出した． 2 群間の平均値の差の検定に
は，対応のない t 検定を用いた．また，方向変換走と
各測定項目間の関係を検討するために相関係数（Pear-
son の積率相関係数）を求めた．さらに，方向変換走
に影響を与える複数の要素の関係性を分析するために，
方向変換走をそれぞれ従属変数，形態および身体機能
の各測定結果を独立変数としたステップワイズ法によ
る重回帰分析を行った．なお，すべての統計的有意水
準は 5 ％未満とした．

Ⅲ．結果

　表 1 に男女バスケットボール選手の測定結果を示し
た．表 2 には，男女バスケットボール選手における方
向変換走と形態および身体機能の相関係数を示した．
女子バスケットボール選手では，すべての方向変換走
と形態の項目において有意な相関関係は認められな
かった．方向変換走と身体機能においては，10m ア
ジリティと，20m 直線走，10m スプリント， 5 m ス
プリント，YIR 1，ランニングジャンプ両足，垂直跳
びとの間に有意な正の相関関係が認められた．プロア
ジリティでは，20m 直線走，YIR 1， 5 m スプリント，

10
m

5m
5m

5.
8m

4.9m

図 1　10mアジリティ 図 2　プロアジリティ 図 3　レーンアジリティ
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10m スプリントとの間に有意な正の相関関係が認め
られた．レーンアジリティでは，YIR 1，20m 直線走，
10m スプリント， 5 m スプリントとの間に有意な正
の相関関係が認められた．男子バスケットボール選手
では，10m アジリティと，身長，下肢長，指高， 5 m
スプリント，10m スプリント，反復横跳び，20m 直
線走，YIR 1との間に有意な正の相関関係が認められ
た．プロアジリティでは，下肢長，身長，10m スプ
リント， 5 m スプリント，20m 直線走，反復横跳び，
ランニングジャンプ両足との間に有意な正の相関関係
が認められた．レーンアジリティでは，BMI， 5 m
スプリント，10m スプリント，20m 直線走，反復横
跳びとの間に有意な正の相関関係が認められた．
　また，表 3 に女子バスケットボール選手における重
回帰分析の結果を示した．10m アジリティについては，
モデル 2 として20m 直線走および YIR 1が選択され，

重回帰式は「10m アジリティ＝0．733×20m 直線走－
0．237×YIR 1＋2．317」であった．プロアジリティに
ついては，モデル 3 として YIR 1および20m 直線走と
指高が選択され，重回帰式は「プロアジリティ＝－
0．398×YIR 1＋0．642×20m 直線走－0．013×指高＋
6．204」であった．レーンアジリティについては，モ
デル 2 として YIR 1および10m スプリントが選択され，
重回帰式は「レーンアジリティ＝－1．102×YIR 1＋
2．397×10m スプリント＋9．141」であった．男子バ
スケットボール選手における重回帰分析の結果は表 4
に示した．レーンアジリティについては，モデル 2 と
して10m スプリントおよび BMI が選択され，重回帰
式は「レーンアジリティ＝8．176＋3．924×10m スプ
リント－0．167×BMI」であった．
　さらに女子陸上競技選手において，方向変換走の測
定と，先行研究9 ，10，13）より方向変換走のパフォーマン

表 1 　男女バスケットボール選手の形態および身体機能の測定結果

体格 単位
M ± SD

有意差
女子 男子

身長 cm 163．0±3．8　 　175．8±　7．5　 ＊＊
下肢長 cm  87．2±3．3　 　94．7±　4．6 ＊＊
指極 cm 164．4±4．9　 　181．6±　6．7　 ＊＊
指高 cm 210．0±5．9　 228．8±10．3 ＊＊
体重 kg  57．9±5．5　 　70．3±　7．8 ＊＊
体脂肪率 %  18．3±4．4　 　12．1±　3．1 ＊＊
体脂肪量 kg  10．7±3．2　 　 8．5±　2．6 ＊
骨格筋量 kg  26．3±2．4　 　35．3±　4．1 ＊＊
BMI kg/m2  21．8±2．1　 　22．8±　1．6 n.s.
除脂肪体重（LBM） kg  47．2±3．9　 　61．8±　7．0 ＊＊
LBM/ 身長 kg/m  29．1±2．2　 　35．0±　2．7 ＊＊

身体機能

5 m スプリント sec 　　　1．15±　0．08 　　　1．10±　　0．06 n.s.
10m スプリント sec 　　　1．96±　0．09 　　　1．82±　　0．08 ＊＊
20m 直線走 sec 　　　3．41±　0．14 　　　3．11±　　0．10 ＊＊
ランニングジャンプ両足 cm 　　63．4　±　5．6　 　　84．0　±　　7．0　 ＊＊
ランニングジャンプ右足 cm 　　62．3　±　5．8　 　　84．7　±　　8．0　 ＊＊
ランニングジャンプ左足 cm 　　61．0　±　4．6　 　　81．2　±　　6．4　 ＊＊
垂直跳び cm 　　46．2　±　4．4　 　　59．5　±　　6．9　 ＊＊
反復横跳び 回 　　60．1　±　6．1　 　　63．7　±　　4．7　 ＊
20m シャトルラン 回 　　98．5　±　10．5　 　133．4　±　10．6　 ＊＊
YIR 1 m 1287．1　±261．8　 1705．3　±402．8　 ＊＊

方向変換走

10m アジリティ sec 　4．51±0．14 　4．24±0．21 ＊＊
方向変換 time ① sec 　1．10±0．09 　1．12±0．17 n.s.
プロアジリティ sec 　5．24±0．19 　4．91±0．22 ＊＊
方向変換 time ② sec 　1．83±0．15 　1．79±0．17 n.s.
レーンアジリティ sec 12．41±0．48 11．52±0．60 ＊＊

＊：p＜0．05, ＊＊：p＜0．01
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スと関連が示されている20m 直線走，垂直跳びの測
定を行い女子バスケットボール選手と比較分析を行っ
た．方向変換走では10m アジリティにおいて，女子
バスケットボール選手（4．52±0．15 sec）と女子陸上
競技選手（4．69±0．12 sec）に有意差が認められ（p
＜0．01），レーンアジリティにおいても，女子バス
ケットボール選手（12．35±0．51 sec）と女子陸上競
技選手（13．61±1．03 sec）に有意差が認められた（p
＜0．01）．プロアジリティにおいては，女子バスケッ
トボール選手（5．24±0．20）と女子陸上競技選手

（5．41±0．28）に有意差は認められなかった．垂直跳
びにおいては，女子バスケットボール選手（46．0±
4．1 cm）と女子陸上競技選手（53．7±4．1 cm）に有
意差が認められ（p＜0．01），20m 直線走では女子バ
スケットボール選手（3．41±0．20）と女子陸上競技選

手（3．36±0．10）に有意差は認められなかった．また，
「方向変換 time ①」において女子バスケットボール選
手（1．10±0．09 sec）と女子陸上競技選手（1．33±
0．11 sec）に有意差が認められ（p＜0．01），「方向変
換 time ②」においても，女子バスケットボール選手

（1．83±0．15 sec）と女子陸上競技選手（2．04±0．25 
sec）に有意差が認められた（p＜0．05）．

Ⅳ．考察

　本研究では，これまでにも様々な競技や対象者に対
して行われている代表的なテストの中から，形式の異
なる方向変換走を採用した．先行研究 1 ）より，10m
アジリティは180度の方向変換を 1 回行い，より加速
した状態での方向変換走能力を評価できるテスト，プ

表 2 　男女バスケットボール選手における方向変換走と形態および身体機能の相関関係

10m アジリティ プロアジリティ レーンアジリティ

方向変換走 女子 男子 女子 男子 女子 男子

10m アジリティ
プロアジリティ 0．821＊＊ 0．738＊＊
レーンアジリティ 0．677＊＊ 0．578 ＊ 0．761＊＊ 0．673＊＊

方向変換 time

方向変換 time ① 0．302　　 0．900＊＊ 0．349　　 0．536 ＊ 0．276　　 0．424　　
方向変換 time ② 0．234　　 0．596 ＊ 0．655＊＊ 0．916＊＊ 0．454　　 0．576 ＊

形態

身長 －0．077　　 0．527 ＊ －0．330　　 0．486 ＊ －0．344　　 0．147　　
下肢長 －0．181　　 0．499 ＊ －0．228　　 0．603＊＊ －0．279　　 0．258　　
指極 0．002　　 0．454　　 －0．387　　 0．358　　 －0．314　　 －0．030　　
指高 －0．054　　 0．493 ＊ －0．409　　 0．391　　 －0．290　　 0．022　　
体重 －0．038　　 0．279　　 －0．184　　 0．194　　 －0．069　　 －0．214　　
体脂肪率 0．364　　 －0．247　　 0．305　　 －0．294　　 0．392　　 －0．382　　
体脂肪量 0．298　　 －0．140　　 0．211　　 －0．214　　 0．313　　 －0．433　　
骨格筋量 －0．334　　 0．378　　 －0．449　　 0．289　　 －0．379　　 －0．088　　
BMI 0．003　　 －0．178　　 －0．020　　 －0．287　　 0．109　　 －0．529＊＊
除脂肪体重（LBM） －0．299　　 0．383　　 －0．430　　 0．295　　 －0．356　　 －0．079　　
LBM/ 身長 －0．309　　 0．245　　 －0．377　　 0．142　　 －0．289　　 －0．207　　

身体機能

5 m スプリント 0．680＊＊ 0．656＊＊ 0．537 ＊ 0．673＊＊ 0．513 ＊ 0．533 ＊
10m スプリント 0．753＊＊ 0．561＊＊ 0．506 ＊ 0．761＊＊ 0．521 ＊ 0．564 ＊
20m 直線走 0．822＊＊ 0．663＊＊ 0．614＊＊ 0．708＊＊ 0．514 ＊ 0．548 ＊
ランニングジャンプ両足 －0．532 ＊ －0．439　　 －0．215　　 －0．572 ＊ －0．302　　 －0．212　　
ランニングジャンプ右足 －0．161　　 －0．220　　 －0．002　　 －0．273　　 －0．103　　 －0．063　　
ランニングジャンプ左足 －0．334　　 －0．408　　 －0．127　　 －0．224　　 －0．187　　 0．126　　
垂直跳び －0．489 ＊ 0．177　　 －0．467　　 －0．090　　 －0．407　　 0．021　　
反復横跳び －0．348　　 －0．703＊＊ －0．353　　 －0．620＊＊ －0．084　　 －0．517 ＊
20m シャトルラン －0．285　　 －0．328　　 －0．369　　 －0．177　　 －0．365　　 －0．078　　
YIR 1 －0．585 ＊ －0．513 ＊ －0．670＊＊ －0．063　　 －0．642＊＊ －0．143　　

＊：p＜0．05, ＊＊：p＜0．01 
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ロアジリティは180度の方向変換を 2 回行い，加速・
減速・方向変換を簡便に評価できるテスト，レーンア
ジリティは，よりバスケットボールの試合に近い動作
の中で方向変換走能力を評価できるテストとして用い
た．
　今回は女子バスケットボール選手の方向変換走能力
の特徴を明らかにするために，女子選手・男子選手そ
れぞれの方向変換走と関連する要素について比較分析
を行った．方向変換走と形態の項目においては，女子
バスケットボール選手ではすべての項目において有意

な相関関係は認められなかったことから，形態が方向
変換走能力に与える影響は少ないことが示唆された．
一方，男子バスケットボール選手では10m アジリティ
と身長，下肢長，指高との間に有意な正の相関関係が
認められ（p＜0．05），身長の低い選手ほど方向変換
走が速いことが示唆された．身長に関して，Shep-
pard et al18）は高身長のアスリートは方向変換の際に
低重心の姿勢をとるまでに，より多くの時間を要する
可能性があると述べており，男子バスケットボール選
手では，これを支持する結果であったと考えられる．

表 3 　女子バスケットボール選手における重回帰分析の結果

従属変数：方向変換走 独立変数
偏回帰係数 標準偏回帰係数

B β p

10m アジリティ
（R2＝0．855）

モデル1 （定数） 　　1．705 0．04　
20m 直線走 　　0．824 　　0．822 0．000

モデル2 （定数） 　　2．317 0．000
20m 直線走 　　0．733 　　0．732 0．000
YIR 1 －0．237 －0．433 0．001

プロアジリティ
（R2＝0．842）

モデル1 （定数） 　　5．850 0．000
YIR 1 －0．475 －0．670 0．003

モデル2 （定数） 　　3．561 0．000
YIR 1 －0．402 －0．567 0．002
20m 直線走 　　0．645 　　0．497 0．006

モデル3 （定数） 　　6．204 0．000
YIR 1 －0．398 －0．561 0．000
20m 直線走 　　0．642 　　0．495 0．001
指高 －0．013 －0．397 0．003

レーンアジリティ
（R2＝0．632）

モデル1 （定数） 　13．922 0．000
YIR 1 －1．172 －0．642 0．005

モデル2 （定数） 　　9．141 0．000
YIR 1 －1．102 －0．603 0．002
10m スプリント 　　2．397 　　0．471 0．012

表 4 　男子バスケットボール選手における重回帰分析の結果

従属変数：方向変換走 独立変数
偏回帰係数 標準偏回帰係数

B β p

10m アジリティ
（R2＝0．495）

（定数） 　　6．317 0．000
反復横跳び －0．032 －0．703 0．002

プロアジリティ
（R2＝0．580）

（定数） 　　0．766 0．414
10m スプリント 　　2．272 　　0．761 0．000

レーンアジリティ
（R2＝0．496）

モデル1 （定数） 　　3．025 0．361
10m スプリント 　　4．658 　　0．564 0．081

モデル2 （定数） 　　8．176 0．043
10m スプリント 　　3．924 －0．475 0．028
BMI －0．167 －0．431 0．043
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しかし本研究において，女子バスケットボール選手で
は方向変換走と身長に相関関係が認められなかった点
については，被験者の形態の個人差が小さかったこと
も要因の 1 つとして挙げられる．一般的な特徴として
身長差が現れやすいポジションに着目すると，本研究
の被験者では，ポジション（ガード 6 名，フォワード
10名，センター 1 名）に偏りがみられ，ガードとフォ
ワードにおいて身長，体重，各方向変換走に有意差は
認められなかった．吉野ら19）による，同程度の競技レ
ベルでポジションや身長にバラつきのある大学女子
チーム（年齢20± 2 歳，身長166．7±11．9cm，体重
62．9±11．7kg）の研究では，各ポジション（ガード
8 名，フォワード 6 名，センター 6 名）で身長，体重
に有意差が認められた．しかしプロアジリティにおい
ては各ポジションで有意差は認められなかった．これ
らのことから，チーム内で必ずしも長身選手が方向変
換走能力に劣る訳ではなかったという点は女子バス
ケットボール選手の特徴の 1 つであると考えられる．
方向変換走と身体機能においては，女子バスケット
ボール選手と男子バスケットボール選手ともに，すべ
ての方向変換走と直線走（ 5 m スプリント，10m ス
プリント，20m 直線走）との間に有意な正の相関関
係が認められ（p＜0．05），先行研究 7 - 9 ）を支持する結
果となった．また，プロアジリティに対して，女子バ
スケットボール選手では20m 直線走がより高い相関
係数を示しているのに対し，男子バスケットボール選
手では10m スプリントがより高い相関係数を示した．
女子バスケットボール選手は，10m アジリティに対
しても20m 直線走が選択されている．これらのこと
から方向変換走能力の高い女子バスケットボール選手
は，20m というより長い距離での疾走能力が高い傾
向にあると考えられる．
　なお，バスケットボールとは異なる競技特性をもつ
女子陸上競技選手と女子バスケットボール選手との比
較を行ったところ，女子陸上競技選手の方が20m 直
線走，垂直跳びにおいて優れた値を示したが，女子バ
スケットボール選手の方がすべての方向変換走におい
て優れたタイムを示した．この結果は，20m 直線走，
垂直跳びそのものの能力が方向変換走に単純には反映
されない可能性を示唆している．さらに，方向変換
time ①，②どちらにおいても女子バスケットボール
選手の方が有意に優れたタイムを示した．陸上競技は
疾走能力そのものが競技力となり，競技中に際して特
別に方向変換を要求されることはない20）が，バスケッ
トボールは疾走速度の変化や方向変換を競技中，終始
要求される21）．以上のことから，バスケットボール選

手には方向変換走能力の高さは重要な要素となり，直
線的な疾走能力だけの評価に留まらず，本研究で用い
たような方向変換走テストをバスケットボール選手の
能力評価やトレーニング効果の指標として利用してい
くことは妥当であると考えられる．
　女子バスケットボール選手と男子バスケットボール
選手の平均値を比較した結果，すべての方向変換走，
形態では BMI を除くすべての項目，身体機能では
5 m スプリントを除くすべての項目において有意差
が認められた．また，方向変換 time ①，②のどちら
においても有意差は認められなかったものの，方向変
換の回数が 1 回の「方向変換 time ①」においては女
子バスケットボール選手の方がタイムは短く，方向変
換の回数が 2 回の「方向変換 time ②」においては男
子バスケットボール選手の方がタイムは短かった．素
早く180度方向変換する局面においては下肢筋パワー
が関係するとされており 1 ），10m アジリティとプロア
ジリティでは切り返し局面で床に手をつくことからも，
方向変換の回数が増えると下肢により負荷がかかると
考えられる．男子バスケットボール選手の方が，方向
変換走能力や筋力が高いなかで方向変換 time に有意
な差が認められなかったのは，女子バスケットボール
選手の特徴であり，方向変換に要する時間をできる限
り短くするという素早い切り返し動作でできていたと
考えられた．一方で，女子バスケットボール選手と男
子バスケットボール選手の方向変換走タイムの差は，
方向変換の回数が増すごとに大きくなることも予想さ
れるが，今後，より方向変換の回数の多いテストを用
いるなどして検討していく必要があると考えられる．
　さらに，各方向変換走をそれぞれ従属変数，形態お
よび身体機能の各測定結果を独立変数としステップワ
イズ法を用いた重回帰分析を行った結果，男子バス
ケットボール選手においてはそれぞれの方向変換走に
対して異なる要素が選択されたが，女子バスケット
ボール選手においてはすべての方向変換走と Yo-Yo
間欠性回復力テスト Level 1 が強い関係性を示した．
Yo-Yo 間欠性回復力テストは20m の直線疾走と180度
の方向変換を繰り返し，回数を追うごとに速くなって
いくシグナル音に合わせて加速していく有酸素性能力
―無酸素性能力の間欠的持久力のテストである．諸外
国ではバスケットボールやサッカーなどフィールドス
ポーツの体力特性の評価に対する有効なテストである
ことが報告されている22-24）が，日本バスケットボール
の指導現場においては未だ普及していない．本研究結
果より，Yo-Yo 間欠性回復力テスト level 1 は女子バ
スケットボール選手の間欠的持久力だけでなく，方向
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変換を含む疾走能力も反映した有効なテストであると
考えられた．
　バスケットボールは，得点あるいは失点後もプレー
が止まることなく攻撃と防御が交互に連続的に行われ
る25）．また，加速や減速，素早い方向変換など頻繁に
速度変化を行うことから，速度を変化させた後のス
ピードをいかに加速することができるかが，相手と差
をつけるポイントになる．さらに切り返し動作で重要
となる下肢筋パワーを向上させることで，速い速度を
維持してプレーすることができるとも考えられる．本
研究結果から，女子バスケットボール選手を対象とし
て方向変換を含む疾走能力を評価する場合，本研究で
採用したテストを用いていくことは有効であると考え
る．特にプロアジリティは， 2 回の方向変換を含み，
簡便に行うことができる有用なテストであると推察さ
れた．また，すべての方向変換走は20m 直線走と
Yo-Yo 間欠性回復力テスト level 1 と強い関係性を示
したことから，女子バスケットボール選手の方向変換
走能力には，直線疾走と間欠的持久力の要素が関係し
ていると考えられる．しかし測定結果を個別にみると，
直線走や Yo-Yo 間欠性回復力テスト level 1 が同程度
の記録であっても方向変換走の記録では差がある選手
もいる．今後の課題として，個人差の検証や異なる競
技レベルの選手も対象にするなど，幅広く研究調査し
ていく必要があると考えられた．

Ⅴ．結論

　本研究は，女子バスケットボール選手の方向変換走
能力の特徴について，各方向変換走と形態および身体
機能との関係を相関分析および重回帰分析を用いて検
討し，男子バスケットボール選手の各方向変換走と関
係する要素との比較も含めて明らかにした．その結果，
女子バスケットボール選手において各方向変換走と形
態との有意な相関関係は認められなかった．また，ス
テップワイズ法を用いた重回帰分析を行ったところ，
各方向変換走と直線走，Yo-Yo 間欠性回復力テスト
level 1 が強い関係性を示し，男子バスケットボール
選手の各方向変換走と関係する要素とは異なる結果で
あった．以上のことから，女子バスケットボール選手
の方向変換走能力は，直線疾走と間欠的持久力の要素
が関係していると考えられる．また，Yo-Yo 間欠性
回復力テスト level 1 は，間欠的持久力だけでなく，
方向変換を含む疾走能力も反映した有効なテストであ
ると示唆された．さらに，女子陸上競技選手との比較
を行い，各方向変換走において女子バスケットボール

選手の方が優れたタイムを示したことから，今回用い
た方向変換走はバスケットボールの競技特性に応じた
テストであり，女子バスケットボール選手を対象とし
て方向変換走能力を評価する場合，有効であると考え
られる．
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